
  

 

 

 

熊本市立湖東中学校から 
心温まる応援メッセージが届きました 

２月２７日の土曜日、ちょっと仕事で学校に来てみると、長い箱状

の郵便物が学校に届いていました。送り主は「熊本市立湖東中学校

（髙木）」、品名欄には「応援メッセージ」と書かれていました。 

箱を空けてみると、右の写真の応援メッセージと裏面の２通の手

紙が入っていました。手紙にあるとおり、このメッセ－ジは、ニュー

スの報道を見て、受験が終わった３年生１０数名の生徒を中心に制

作したとのことです。自分たちが被災した時の経験から、物資の支援

よりも他県の人たちが気にかけてくれているという精神的な安心感

の方が今も心に残っているという思いから、福島県庁に送るメッセ

ージに加え、直接被災した本校へのメッセージを再度作成して送っ

てくれたという温かい思いの込もった応援メッセージです。 

報道で大きく取りあげられたので、記憶にある人が多いと思いま

すが、熊本城の石垣が大きく崩れたのが、今から５年前の２０１６年

４月１６日発生した熊本地震の時でした。当時の記録を見ると、４月１４日の午後９半前の震度７から始まった大きな余震が熊本地方を襲い、１６日の午前１時４

５分には震度７、マグニチュード７．３と最大を記録し、１６日朝１０時前まで、震度６弱～７の大きな揺れが７回、他の小さな余震は数え切れないほど続いてい

たようです。 

１０年前、２０１１年３月１１日午後２時４６分の東日本大震災の時は、最大震度は７と熊本と同じぐらいでしたが、マグニチュードが９．０。これは日本国内

観測史上最大規模であり、１９００年以降、世界でも４番目の規模の地震だったそうです。この時は５月末まで大きな揺れが続き、震度５弱～６強の余震が３３回、

震度４だとその他に１３５回も観測されていました。 

東日本大震災の時、皆さんはまだ３～５歳だったので、こうした地震の恐怖は具体的な形で記憶に残っている人は少ないと思いますが、でも家族の緊張や恐怖心

などが伝わり、とても怖かったという印象が大きく心に残っている人も多いかもしれません．その後も、津波や地震の被害を記録した悲惨な映像などを見たりして、

怖かったという気持ちが大きくあるのかもしれないですね。 

熊本の湖東中学校の３年生にとっては５年前ですので、小学校５年生の時、記憶にも鮮明に残っていて、そのときの恐怖や，大きな地震が続く中でのどうしよう

もない無力感なども思い出しながらメッセージを書いてくれたのだと思います。 
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志保井が丘 

生徒昇降口正面廊下に掲示してありますので温かいメッセージを見てください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

東日本大震災からもうすぐ１０年を迎える今、その余震によって水道施設が破損し、２

日間だけではありましたが臨時休業を経験した飯野中。また、今回の余震により割れたガ

ラス等で怪我をした人や、自宅の瓦屋根や家具・家財が壊れたという経験をした人もいま

す。地震の恐怖だけでなく、その被害からこの先どうやって復興・復旧して行けばいいの

かという不安もあるかもしれません。でも、遠く熊本から、こうして温かい応援メッセー

ジを送ってくれる人たちがいるということがわかっただけでも、いろいろなことに対して

前向きに、希望を持って取り組めるような気持ちが湧いてきます。 

残すところ３週間、３年生は２週間となった令和２年度、新型コロナの影響により臨時

休業で始まり、冬休み期間中も感染拡大予防のため部活動も休止となり、部活動も含めた

学校生活の日数は例年よりもかなり少ない１年間となってしまいましたが、残された一日

一日を大切にし、この１年間を締めくくることができるよう充実させてほしいと思います。

３年生は、明後日３日からの前期選抜に全集中で蓄えてきた力を十二分に発揮して，合格

を勝ち取ってください。熊本湖東中の生徒も含め、みんなが応援しています！ 


